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制

ー－

舞
台
は
東
京
の

国
立
競
妓
揚

八
月
九
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
第
三

十

．
凶
会
凶
高
等
学
校
定
時
制
辿
信

制
隙
J
競
抜
大
会
。
舞
台
は
点
目以
の

阿
ん
な
競
技
場
で
す
。
こ
の
大
会
は
令

国
の
定
時
制
通
信
制
教
育
に
苧
ぷ
ス

ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
若
者
た
ち
に
、

一少

と
希
望
を
り
え
る
ス
テ
ー
ジ
と
し
て

開
催
さ
れ
る
も
の
。
ま
さ
に
、
ら
う

一
つ
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
す
。
こ
の

よ
う
な
定
時
制

・
通
信
制
の
八
王
国
大

会
は
川
町
上
競
技
の
ほ
か
に
、
軟
式
野

球
、
柔
道
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
十

槌
目
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

時
上
鋭
校
は
郁
道
附
県
対
抗
で
男

f
の
部
と
久

f
の
郷
、
そ
し
て
総
介

催
勝
に
順
位
を
競
い
ま
す。

千
成
問

ι？の
ト〈
A
U
で
富
山
県
は
女
チ
の
部
で

優
勝
。
泊
古川
校
の
定
時
制
も
大
い
に

前
蹴
し
ま
し
た
。

泊
高
校
か
ら
は

三
人
ガ
出
場

じハバ
－
一ト
二一
日
に
γ
れ
わ
れ
た
川
町
半

時
制
通
信
制
陸
上
競
技
会
。
全
国
大

会
の
子
選
を
兼
ね
た
大
会
で
す
。

昨
年
ま
で
川
出
校
の
定
時
制
は
噂』の

川
町
大
会
で
は
瓦
辿
析
を
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
年
は

一
年
生
が
い

な
い

こ
と
も
あ
り
、
惜
し
く
も
六
連

制
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
三

位
入
賞
を
来
た
し
ま
し
た
。

こ
の
県
大
会
で
上
位
入
賞
し
た
生

徒
が
全
国
大
会
に
山
場
。
泊
高
校
の

定
時
制
か
ら
は
百
メ
ー
ト
ル
ハ

ー
ド

ル
に
谷
越
静
江
さ
ん
、
砲
九
投
げ
に

平
津
家
月
さ
ん
、
走
幅
跳
び
と
リ
レ

ー
に
森
山
千
恵
子
さ
ん
の
三
人
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

授
業
を
短
縮
し

練
習
時
聞
を

仕
業
と
写
楽
の
耐
立
は
大
変
な
こ

と
。
彼
女
た
ち
が
大
会
に
向
け
て
の

練
習
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
六
月
九

日
で
し
た
。
限
定
時
制
泊
い
い
制
総
体

の
．
．
 
週
間
前
の
こ
と
で
す
。

仕
事
を
持
つ
生
徒
の
た
め
、
枝
川
段

の
授
業
を
五
分
間
ず
つ
短
縮
し
、

一

時
間
あ
ま
り
の
練
柳
川
時
間
を
と
り
ま

す
。
し
か
し
時
間
も
飢
い
た
め
、
本

栴
的
な
練
習
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

仕
事
の
勤
務
体
制
が
輿
な
り
、
一一
人

そ
ろ

っ
て
の
糾
仰
は
め

っ
た
に
あ
り

ま
せ
ん
。

練
習
メ
ニ

ュ
ー
は
顧
問
の
広
刷
先

乍
が
作
成
。

「大
会
当

H
ま
で
体
を

動
か
す
こ
と
が
大
切
。
時
川
の
制
約

も
あ
り
ま
す
か
ら
集
中
し
て
行
い
ま

.. ・

定
時
制

・
通
信
制
で
学
ぶ
高
校
の
ス
ポ

！
ツ
大
会
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

八
月
九
日
か
ら
十

一
日
ま
で
、

東
京
代

々
木
の
国
立
競
技
場
で
、
第
三
十

一
回
全
国

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
陸
上
競
技
大
会

今
月
号
で
は、

J
U
、つノ

つ
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
と
い
わ
れ
る
こ
の
大
会
に
出
場
す
る

泊
高
校
定
時
制
の
生
徒
を
紹
介
し
ま
す
。

す
」
と
話
し
ま
す
。

練
潤
時
間
は

一
時
間
あ
ま
り
。
ラ

ン
ニ
ン
グ
に
始
ま
り
、
柔
軟
体
操
を

し
て
か
ら
各
種
目
に
分
か
れ
ま
す
。

広
問
先
生
を
は
じ
め
何
人
か
の
先
生

が
練
習
に
付
き
添
い
、

生
徒
た
ち
に

戸
を
か
け
練
笥
か
進
み
ま
す
。

七
月
二
十
一
日
巴
は

合
同
練
習

一
九f
期
が
終

f
し
た
波
U
の
じ
川

二
十

一
日
、
一白
川山
市
の
五
福
陸
上
競

技
場
で
全
同
大
会
に
出
場
す
る
生
徒

が
集
ま
り
、
A
H

M
練
山
内
が
聞
か
れ
ま

し
た
。富
山
県
か
ら
は
男
女
と
も
十
三
人

ず
つ
、
合
わ
せ
て
－

，卜
六
人
が
全
国

卜八
人
以
に
山
場
。
こ
の
け
の
練
内
に
は
、

そ
の
う
ち
の
二
十
人
あ
ま
り
が
参
加

し
ま
し
た
。

「
最
初
で
最
後
の
合
同
練
習
。
リ

レ
ー
を
小
心
に
糾
何
し
ま
し
た
。
特

に
久
チ
は
金
制
レ
ベ
ル
の
生
徒
が
多

く
、
上
位
入
賞
の
期
待
が
持
て
ま
す
。

泊
高
校
の
生
徒
も
体
調
を
終
え
て
が

ん
ば

っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
ぶ
す
の

は
総
監
官
、
雄
怖
いけ川
校
の
杉
本

一
－X

先
生
で
す
。
「
平
成
四
年
に
は
富
山

県
は
女
子
の
部
で
優
勝
。
全
国
優
勝

で
す
か
ら
驚
き
ま
し
た
ね
。
今
年
も

久
」すの
部
で
は
、
上
位
入
賞
を
円
指

し
ま
す
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

こ
の
日
は
師
片
別
に
分
か
れ
て
二

時
間
あ
ま
り
糾
官
。
隣
の
県
川
内
富
山

球
場
か
ら
は
互
の
全
国
高
校
野
球
の

県
大
会
の
予
選
が
開
催
中
。
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
や
太
肢
の
苫
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
そ
の
晴
や
か
さ
と
は
対
照
的

に
黙
々
と
練
習
す
る
定
時
制
の
生
徒

た
ち
が
印
象
的
で
す
。

泊
高
校
定
時
制
は
昭
和
二
十
四
年

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
夜
間
お
よ
び

昼
間
の
部
の
二
部
制
で
、
現
骨
伐
の
生

徒
数
は
三
十
八
人
。
今
ま
で
の
卒
業

牛
は
千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
卓
球
や
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

で
も
全
国
出
場
し
た
こ
と
も
あ
る
泊

高
校
の
定
時
制
。
こ
こ
数
年
は
、
生

徒
数
の
減
少
も
あ
り
、
陸
上
競
技
の

み
の
出
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

-



大
会
に
向
け
て
の

出
発
は
八
月
八
日

じ
川
・
・l
n
に
は
治
山
校
で
壮
行

会
が
開
催
。
定
時
制
の
生
徒
〈
仁
川民
と

後
援
会
長
を
は
じ
め
職
場
の
上
叶
の

方
が
出
席
。
清
水
親
純
定
時
制
後
援

会
長
は
「
暑
い
時
期
で
す
が
、
体
調

を
十
分
轄
え
、

一
セ
ン
チ
で
も
．

抄

で
も
、
よ
り
尚
く
よ
リ
ヰ
く
、
ぺ
ん
鉢

を
伸
ば
し
て
ほ
し
い
。
全
日
制
の
生

徒
に
負
け
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て

き
て
く
だ
さ

い」

と
激
励
。

以
後
は

一ニ
人
の
健
闘
を
祈

っ
て
ジ
斗

l
ス
で

乾
杯
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
七
月
二
十
二

nに
は
役
場

で
令
岡
大
会
に
山
場
す
る
生
徒
た
ち

に
、
町
か
ら
激
励
全
が
交
付
。
魚
津

町
長
が

．
人
ひ
と
リ
に
手
泌
し
ま
し

、．。

d

’h 
仏
川
山
山
川
以
は
「
日
ご
ろ
の
糾
山
中
い
の

成
裂
が
ふ
上
川
大
会
山
場
に
つ
な
が

っ

た
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
飛
制
を

U
指
し
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
§

一ーもう1つのインターハイ
陸上にかける少女たち

三
人
が
東
京
に
向
け
出
発
す
る
の

は
八
月
八
日
。
附
の
録
台
、
川
伝
統

校
州
場
で
の
的
雌
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

目日 ｜
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ー
谷越静江さん
100メートル八一ドルに出場

今年が高校生活最後の大会。 3年

連続で国立競技場に行けるのがうれ

しいです。

目標は予選を通過し、準決勝まで

進むニと。ベストを尽します。

ヤ
ン
‘
室
主
目
ジ
ッ
タ
フ
z
ス
テ
ィ
バ
ル

－
m
あ
さ
ひ

10/5(±) 

ただしも午埋券が必要です

松田町設

入場は無料

熱
い
ラ
イ
ブ
を
開
催

大－
H

川
く
川
肥
ゆ
る
川
川
5
リ
、
判

日
町
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
ヒ
ス

イ
色
に
判
く
サ
ン
リ
｜
ナ

ア
つア

チ
ニL

ア
ノf

，〆

ド
グ〉

気モ （こ
典 ;t) ~ 
カぜ L、中｝！
行て ｜｜
わ、 lllf

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
）

れ
ま
す
。

川以
内
の
ア
マ
チ
ュ

ア
バ
ン
ド
は
も

と
よ
り、

川町
山
外
か
ら
も
川
川
体
が
参

加
。
ジ
ャ
ン
ル
は
切
川
わ
な
い
の

で
、
山
山川
V
引
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー

あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
が
川
口
で
き
そ

う
で
す
。

そ
し
て
、
ゲ
ス
ト
は
「
エ
ッ
ク
ス

し
よ
1
」
で
お
な
じ
み
の
恰
同
樹
利

斑
。
下
回
祭
ク
イ
ー
ン
の
名
を
欲
し

い
ま
ま
に
し
た
彼
’
K
の
駄
を
聞
い
て

み
る
の
も
朱
し
み
で
す
。

ー
し
く
は
、
役
場
午
出
山
下
内
派
内

川
以
文
化
祭
判
日
町
ス
’
り
委
い
叫
ん
ぶ

（宮
役
場
内
線
3
2
3
）
ま
で
。

JWP女子プロレス
9月29日（日）サンリーナで開催

-

森山千恵子さん
走幅跳びとリレーに出場

昨年に続いての出場になります。

前回はけがで良い結果が出せなかっ

たので、今年l主体調を整え、 万全の

体制lで臨みます。2種目とも予選通

過が自襟です。

－ ・晶4
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平津奈月さん
砲丸投げに出場

高校に入ってから陸上を始めまし

た。2年連続の出場となりますが、

今年は7メー トルを投げ、まずは予

選通過が目標。

｜つでもよの順位をねらいます。

協~咽園町四四担割置遁虚血~

ll:Dlt膏置酒量’~－－·・2都置E・日制；1

U•圃-==i;Ojl岡個個・ll!U盛田盟副

笹田臨屠：•・E・II~掴1均出潤

前
売
入
場
券
は

8
月
3
日
出
よ
り
発
売

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
サ
ン
リ
｜
ナ

（

g
m∞H
1
8
3
8） 

自泊三~~ρイお~~

朝日町：アス力、サンリーナ

入善町：コスモ21

黒部市：メルシー黒部店

魚津市：サンプラザ魚津

富山市：インフォマート（市民プラザ内、

駅前CIC内）

高岡市：高岡大和

糸魚川市：ニチイ糸魚川店.. ・
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小
松
菜
栽
培
じ
か
け
る

朝
日
こ
ま
つ
な
出
荷
ロ
ド
事
的
事
己
同
J
F
し

抑
制
合

の

印
刷
A
n長

よ
℃
草
原

E
フ

t
df

（大
家
庄・
印
歳
）

『
小
松
菜
は
栽
培
し
や
す
い
野
菜
。
極

ま
さ
か
ら
収
機
ま
で
は
二
十
臼
間
あ
ま
り

と
一
割
く
、

水
も
ほ
と
ん
ど
や
ら
な
く
て
い

軍盟国

ヤ

手

ーー圃
圃
圃

ト
同

－
会
社
の
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い

昭
和
六
十
一
一年
に
朝
刊
工
場
を
建

設
し
、
操
業
を
始
め
ま
し
た
。
現
在

は
、
家
屯
製
品
や
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
な
ど
に
佼
則
さ
れ
る
配
線

コ
ネ
ク
タ
を
作
る
省
力
機
械
の
設
計
、

製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

取
引
先
は
圏
内
の
大
手
メ
ー
カ
ー

な
ど
が
七
割
、
韓
同
や
台
湾
な
ど
の

桝
外
が
三
剖
を
山
め
て
い
ま
す
。

関
連
会
社
と
し
て
道
下
地
内
に
T
－

s－
S
、
入
品
昼
間
町
に
鮒
富
山
精
研
社
、

東
京
に
胸
東
京
粕
研
社
、
鮒
ト
ー
タ

ル
・
サ
ウ
ン
ド

・
ス
タ
ッ
ク
消
問
事

務
所
が
あ
り
ま
す
。

・
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
な
ん
で
す
か

今
後
は
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
も

の
を
作
り
、
価
傍
競
争
に
打
ち
勝
つ

尾 山嘉彦さん（22歳上 町）
一一新川水橋信用金庫生地支店一一

®~® 

渡ど

す
ぐ
る

駿

く
ん

清
水
町
の
佐
渡
茂
・
雅
美

さ
ん
失
衰
の
長
男

（
平
成
フ
年
3
月
白
日
生
）

G)@q@ 
j可2
端2
あ

さ

小
在
池
の
河
端
宏
・
智
子

さ
ん
夫
妻
の
長
女

（
平
成
白
年
日
月
旧
日
生
）

い
ん
で
す
よ
」

と
話
す
伊
藤
さ
ん
。

六
月
十

一
円
に

『朝
日
こ
ま
つ
な
出
荷

の
設
立
総
会
が
あ
り
、

伊
藤
さ
ん

組
合
』

は
組
合
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
脊
前
後

の
ビ
ニ
ー
ル
を
有
効
に
利
則
し
よ
う
と
、

現
役
は
一
一首
農
組
織
と
三
農
家
が
栽
培
。

六
月
十
三
臼
に
は
初
出
荷
を
行
い
順
調
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
市
場
倒
的
情
も

中
叶
初
予
恕
し
て
い
た
よ
り
も
一
一倍
近
い
山

値
で
取
り
引
き
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ハ
ウ
ス
栽
倍
の
小
松
菜
は
柔
ら
か
く
、

農
薬
ら
露
地
紋
培
と
比
べ
る
と
少
量
で
、

入
試
が
あ
り
ま
す
。
閉
山
内
で
も
問
、

山
か
ら
古
川安
が
で
で
き
ま
し
た
。

今
後
は

も
っ
と
明
、
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
よ
」
と

笑
顔
で
話
す
伊
藤
さ
ん
。

で
、

十

十
川
ご
ろ
ま

け
る
(- iド
定 11.:1
でに
す問
。作

小
松
菜
の
栽
凶
引
を
紘

小
松
菜
は
栄
養
価
が
高
く
最
近
注
N
の

緑
黄
色
野
菜
。
ビ
タ
ミ
ン

C
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
分
も
多
く
合

ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
癖
が
な
く
ど
ん

な
料
開
に
も
A
n
い、

中
で
も
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

『
現
在
は
、

一
日
当
た
り
約
六
十
キ

ロ

を
毎
回
出
荷
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
栽
培

安
定
し
た
況
を

市
場
に
出
荷
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。
州
（

見
学
に
き
て
く
だ

農
家
と
面
積
を
増
や
し
、

昧
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、

ヌ
』
い
」
と
小
松
菜
栽
培
に
か
け
る
伊
藤
さ

ん
で
す
。

物
ポ：2務

売従ト
幸業 l
更曇タ
Jv叫 Yレ
-4 : サー

き； Z
」－ ~ド
ヱ＝ス
八干タ

簡天Z

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

コ
ネ
ク
自
動

タ
の
紺
立
て
機
械
製
造
で
は
、

機
に
よ
る
製
店
組
立
て
ス
ピ
ー
ド
、

同
像
検
査
装
置
等
の
高
機
能
化
を
剖

り
、
常
に
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
意
気

込
み
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
ぜ
ひ
、
俊
秀
な
符
い
人

材
が
必
裂
。
興
味
の
あ
る
ん
は
い
つ

で
も
工
場
見
学
な
ど
会
社
訪
問
に
米

て
く
だ
さ
い
。

・
普
段
か
ら
心
が
け
て
い
る
こ
と
は

取
引
先
が
必
裂
と
す
る
も
の
を
雌

号｜
先
と
グ〉

1~1, 
1J 
関
係
グ〉

fit 
立

を，じ、
カぜ JI又

実
に
供
給
す
る
体
制
づ
く
リ
と
、

社
員
に
は
治
に
自
己

向
上
心
を
持
っ
て
仕

事
に
当
た
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

け
て
い
ま
す
。

リ
倍
売
を
促
し
、

わ
り
が
り
の
あ
否
仕
事

福
井
の
大
学
を
卒
業
後
、

ン
を
希
望
。
こ
の
四
月
か
ら
地
元
の

信
用
金
庫
に
就
職
し
ま
し
た
。

一
か

月
の
研
修
期
間
を
終
え
、
現
在
は
外

回
り
を
担
当
。
よ
う
や
く
仕
事
に
も

慣
れ
て
き
ま
し
た
。
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
な
の
で
、
早
く

一
人
前
に
な

る
よ
う
毎
日
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
は
体
を
動
か
す
こ
と
。
四
月

か
ら
同
級
性
で
結
成
し
た
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
に
所
属
し
、
迎
に

3
M
は
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は

パ
ッ
ク
。
守
り
の
か
な
め
と
し
て
チ

ー
ム
に
貢
献
し
て
い
ま
す
（
？
）
。

ま
た
、

休
円
に
は
中
学
生
に
陸
よ
を

指
導
。
教
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛

感
し
て
い
ま
す
。

今
は
仲
間
と
遊
ん
で
い
る
の
が
楽

し
く
、
結
婚
は
会
然
考
え
て

い
ま
せ

ん
。
や
さ
し
い
子
が
理
想
の
タ
イ
プ

か
な
・

u 
タ

広
報
係
で
は
「
ふ
れ
愛
こ

う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
に

出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル

ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
出
て
み
た
い
』

「出
し
て

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係
（
宮
役
場
内
線

ε
1己
）
へ
ご
一
報
を
。

－・
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今年から7月20日が14番目の

国民の祝日となる f海の日」が

制定されました。これを機会に、

海の重要な役割！こつりて改めて

国民に認識してもらうことを目

的！こf日本の渚 ・百選jを選定。

景観や環境、保存状態の優れた

全国の渚の中から、特に良好怠

状態て保存されてりると”宮崎・
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境海岸（全長約4キロ）”が選ば

れ、認定証をりただりて来まし

た。さっそく21日に実施する

納町民総ぐるみ清掃デー”を契

機に保全、活用してりきたりと

思ります。また、訪れる人にも

楽しく富んてもらえたらと、来

年の『海の日」には宮崎漁港（？）て

イベソトを考えております。

♂把ちのヘ＼

〈ノ ー ＼

0・の•l\V J 
. ~..， 

~ っ－

企 OSNYf?) 

，－、
τフ
イ
ス
！？ 
シ
ユ
ト
、ー’

ナ 簸
ィ 5
七夕の~L\

「
ナ
イ
ス
シ
ュ
！
ト
グ」

ス
パ
ス
グ
」
と
ザ
ッ
η
ー
を
し
て
い

る
と
、

A
ら
ゃ
ん
が
近
寄
っ
て
き
ま

し
た
．

A
t
ん
『
先
生
、

て
、
そ
ん
な
に
ご
傾
斜
ぎ
な
ん

ラ
イ
ス
、
ラ
イ
ス
つ

げ

つ
」

保
母
『
ク
ワ・つ
・」

A
Z
ん『
だ
っ

τラ
イ
ス
シ
ム

l
ト
っ

て
ラ
イ
ス
ば

っ
か
し
－
d

ち
っ
と
る

に
か
」

，
ナ
イ
ス
’
と

，ラ
イ
ス
’
を
聞

き
違
え
で
い
た

A
ら
や
ん
で
し
た
．

〔
ピ
カ
ソ
巳
ル
ソ
l
－－

・
〕

（
5

喜
ん）

K
〈ん

「
A
ろ
ゃ
ん
は
ど
ん
な
絵
が
好

き
で
す
か
」

A
Z
ん「
ピ
カ
ソ
」

保
母
『
え
っ
ピ

η
ソ
グ
そ
の
他
に
M
W

ぎ
な
絵
は
？
』

企心太（？）
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悲惨な交通事故や犯罪の被害

にあわなりょう安全で住みより

町づくりを目指したりと思って

おります。交通事故防止策とし

てねろりろあります。車のライ

トに反射する、ピカピカジール”

の配布や交通指導など、黒東防

犯協会の組織の充実に町民の参

画をりただきますようお顧りし

-

（涜保育所）

A
E
ん『
ル
ソ

l
」

保
母
「
え
っ
ル
ソ

l
・：・」

後
臼
、
家
庭
か
ら
の
途
絡
ノ
ー
ト

よ
り
、

ーピ
η
ソ
は
お
も
し
ろ
い
頗

が
気
に
入
っ

て
い
る
よ
う
で
す
．
ル

ソ
l
u動
物
が
た
く
君
、
ん
縮
か
れ
て

い
て
持
ぎ
な
よ
う
で
す
』

A
ろ
ゃ
ん
の
絵
は
、
お
も
し
ろ
い

頗
と
動
物
い
っ
ぱ

い
の
楽
し
い
拾
で

す．〔
金
魚
は
い
つ
寝
る
の
？
〕
｛d
愈
児
｝

保
育
所
で
飼
っ

て
い
る
金
魚
が
死

ん
で
い
る
の
を
え
て
。

H

円
〈
ん「
ぼ
く
ち
の
金
魚
ね
、
夜
に
な

っ
て
も
会
々
濃
ん
が
。
マ
マ

が

電
気
消
し
て
も
緩
む
ら
ん
だ
．

ど
か
ら
ね
、
疲
れ
て
死
ん
だ
が

い
そ
｜
」

広
報
ク
イ
ズ
⑪

〔問

題

）

①
朝
円
町
か
ら
全
国
高
校
総
体
に
出

場
す
る
の
は
何
人
？

＠
7
人

⑮

8
人

。

9
人

②
ヤ
ン
グ
ミ
ュ

ー
ジ

ッ
ク
フ

ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
川
あ
さ
ひ
は
川
川
の
何
H
に

＠
5
H

⑪
日
H

O

m
H

③
州
川
町
の
以
来
吾
川
は
何
人
？

＠
却

人

⑮

泣

人

。
剖
人

（
応
募
方
法
〕

会
は
が
き
に
符
え
の
い
山
け
、
住
所
、

氏
名
、
年
附
を
川
い
て
8
川
河
U
（当

日
消
印
布
効
）
ま
で
役
場
総
務
鵡
秘

書
広
報
係
（
一
T
蜘

l
w朝
日
町
道
下

1
1
3
3
）
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
3
人
に
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

前
凶
の
当
選
者
は
大
蔵

浩
子
さ
ん
、
刊
行
城
魁
さ
ん
、

O
S
N
 

Y
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

（竹山一池
小
花
泌
正
解
）

ます。

4人の犠牲者を出し、全国て

猛威を撮るってりる病原性大腸

菌0-157。原因は給食らじりと

りう以外、依然感染ルートは解

明されてりなりとか。下痢の症

状！こは、りち早〈正じり医師の

判断を。当町ておきなりことを

祈ってります。

(7月16日記）

周回
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農業委員

22名が決まりました

平
成
8
年

7
月
刊
日
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
朝
日
町
民
業
委
員
会
の
委

員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
は
、
町
長
が
農
業
協
同
組
合

及
び
洪
済
組
合
並
び
に
町
議
会
か
ら

推
せ
ん
を
受
け
て
選
任
し
た
委
員
5

名
と
、
選
挙
に
よ
っ
て
遊
ば
れ
た
委

員
口
名
の
あ
わ
せ
て
詑
名
。
こ
の
た

び
、
新
た
に
次
の
皆
さ
ん
が
委
員
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

〈
境
〉
〈高

崎
〉

〈昨秋

川
〉

〈
泊
〉
清
水
町

上
道
下

折 ＊＊

俊行英

品鳥

－ 
-11-

黒労］＇

i呆

坂 川

h
Y
宮
崎
、ι
境
海
岸
か
♂
ι

…万一日、ペ

ぺ
日
本
の
渚
v
i
h

一百
一選
』
に

今
年
か
ら

7
月
初
日
が
国
民
の
祝

日

「
淘
の
臼
」
と
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
景
観
や
美
し
い
海
岸

を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
「
日
本

の
渚

・
百
選
」
が
選
定
。
先
月
号
で

ご
紹
介
し
た
よ
う
に
ヒ
ス
イ
（
宮
崎
・

境
）
海
岸
が
選
ば
れ

7
月
刊
日
、
東

京
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
認
定

書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
か
ら
は
ヒ
ス
イ
海
岸
の
ほ
か

に
問
晴
海
岸

・
氷
兄
松
町
江
の
長
浜

の
2
か
所
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ひ

す

い

第
3
圃
窺
翠
カ

γ
。フ

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
全
国
大
会

女
子
は
野
菊
（朝
日
）
、
男
子
は
伏

木
体
力
づ
く
り
ク
ラ
ブ

C
（吉
田
岡
）
に

藷
翠
カ
ッ
プ
。

※
女
子
の
部

ー
ク

V
ひ
す
い
（
l
位
）
リ

1
位
野
菊
（
朝
白
）

2
位
土

雌
会
（
朝
刊
）

V
う
み
ひ
こ
（
2
位）

リ
l
グ

1
位
水
郷
（
滋
賀
）

2
位

取
の
森
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
小
作）

V
や
ま
ひ
こ
（

3
佼
）
リ

l
グ

1

位

あ
じ
さ
い
福
井
（
福
井
）

2
伐
ピ
ン

キ
｜
ズ
｛
滑
川
）

V
つ
つ
じ
（
4
位）

リ
ー
グ
1
位
ト
リ
ム
ク
ラ
ブ
（
石

川）

2
位
サ
ン
ク
ラ
ブ
（
兵
庫
）

V
ひ
め
こ
ま
つ
（
5
・
6
位
）
リ

l
グ

1
位
柴
陽
花
グ
ル
ー
プ
（
朝
円
）

2

位
昭
島
フ
レ
ン
ド
（
東
京
）

※
男
子
の
部

V
ひ
す
い
（

l
位
）
リ

ー
グ

l
枕
伏
木
体
力
づ
く
り
ク
ラ

ブ
C
（
尚
附
）

2
位
氷
見
グ
ラ
ン
ド

医療の現場から
ぁ

平~t
岡ま答
勇？震
二じ界
医
長

フ
ァ

l
ザ

l
ズ
（
氷
川凡）

V
う
み
ひ

こ（
2
位
）
り

l
グ

1

位

戸
出
プ
ラ

ス
ワ
ン
（
高
岡
）

2
位
ヒ
ス
イ
コ

l
ス

ト
（
朝
日
）

V
や
ま
ひ
こ
（
3
位
）
リ

ー
グ
1
位
伏
木
体
力
づ
く
り
ク
ラ

ブ
B
（
市
岡
）

2
位
般
折
ク
ラ
ブ
（
削

減）

V
つ
つ
じ
（
4
位
）
リ
ー
グ

ー
位
不
死
いリ
一
制
斤
A
（一畑
井
）

加
和
（
魚
沖
）

血栓とコレステロール

2 
f_i!: 

〈五
箇
庄
〉

k
j
 

お
舟
山
七
回
刊

t
u中
野
五ド

γγ
ー，－M1
s

〈
南
保
〉

小
吏
小
吏

日l概

~ イr

栄松

.. 

プ
レ
ス
・
一
般
女
子
レ
モ
ン
ズ

マ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

・
一
般
男
子
朝
日
県

変
会

・
壮
年
朝
日
倶
楽
部

・
家
庭
婦
人

泊
ク
ラ
ブ

マ
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
（
個
人
）

・
一
般
女

子
（
単
）
安
達
哨
美

・
一
一
般
次
予
（
綾
｝

柚
木
麻
子

・
折
（
合
計
只
弓
組

・
初
歳
代
男
子
（
出
平
）
小
桜
士口宏

・
初

歳
代
男
子
（
線
）
狩
（
令
進

・
小
桜
吉
宏
組

マ
ビ
l
チ
ボ
ー
ル
・
男
子
刊
歳
以
上
大

家
庄
ピ
ー
チ
ボ
ー
ル
愛
好
会

・
男
子
印

歳
以
上
い
い
ち
こ

・
女
子
日
歳
以
上
朝

日
ク
ラ
ブ

・
ル
弘
子
初
歳
以
上
遊
夢

・
女

子
刊
歳
以
上
大
家
庄
ニ
ュ
ー
ス
マ
イ
ル

．
ル民
f
印
歳
以
上
ト八
ん
み
作
ス
マ
イ
ル

マ
パ
ス
ケ
ソ
ト
ポ
ー
ル

・
一
般
mN
f
泊

ク
ラ
ブ

0
8
・
一
般
女
子
泊
ク
ラ
ブ

マ
柔
滋
児
童
｛
個
人
）

・
2
年
山
手
昭

人

・
3
年
山
口
隼
人

・
4
年
山
手
法

制即

・
6
年
長
崎
伴
総
子

。
中
学
生
の
部

マ
陸
上
競
技
。
劉
予

・
2
年
刷

M
官山桜

勇
大

・
3
年
間
M
平
坂
総
人

・
2
、
3

年
川

M
附
符
石
続
税
制
坑

・
l
、
2
年
制

M
リ
レ
i
制
H
小

（
坂
本
、

一品
絵
、
山
訂

介
、
鈴
木
）

・
3
年・柵
M
リ
レ
｜
制
川

中

｛
訂
紙
、
中小
川
、
印
刷
川
、
一
千
以
）

2
、
3
年
砲
丸
校
川
村
明
性

＠
女
子

．
－
年
川

M
m
H
木
美
佐

・
2
年
別
M
井

上
ゆ
か
り

・
3
年
削

M
臼
本
睡

・
3
年

附

M
井
久
美
子

・
2
、
3
年
川

M
陣
容

消
水
麻
珠

・
l
、
2
年
制

M
リ
レ
l
剥

臼
中
（
井
上
、
脅
木
、
大
久
保
、
川
久

保）

・
3
年
制
M
リ
レ
ー
朝
日
中
（
勝

田
、
臼
ぶ
、

川
久
保
、
清
水
）

・
2
、

3
年
走
幅
跳
臼
本
附

・
2
、
3
午
砲
丸

校
長
沖
孔
〈
了

マ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
別
F
判
円
小

マ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
次
子
同
体
朝
日
中

4
×
m
M
リ
レ

l
判
U
小

（
中
小
向
、
市
ド

以
、
山
川
桜
、
広
川
）

・
共
通
m
M
w
γ
坂

雑
人
マ
久
「

・
叫ん泌
4
×
刷

M
リ
レ
i

判
日
中
（
井
上
、
川
久
保
、
消
ホ
、
内

本）

・
H
ハソ辿削

M
障
害
消
ル
小
麻
酔
肱

・
共

迎
走
幅
跳
刷
本
臆

・
共
通
砲
丸
投
日
比
津

兵
子

・
｝一一
般
A
大
和
さ
っ
き

・
二一
極
B

清
水
麻
珠

。
柔
道
マ
努

γ
・
日
同
級
渡
辺
剣

・
師

同
級
大
森
此
縦

・
山崎
・
時
中
れ
吋
称
弘
マ
女

f
－
臼
い
時
十
寸
凶
桃
子

・
日
同
超
級
大
林

H
柑

f

・日lfi'J'fJ;京大会 4 IHI日1)8:30～ サンリーナグラン ド
・町民ソフトポール大会 4日（臼）8:30-

小）UJJグラ ンド
・ 町内対抗ソフトボール大会｜羽~ 5 H(lfll9:15～ 

サンりーナグランド
・t信t豊中学校パスケ γ トポール競技大会

6日(kl、7日附9:00～サンリ四ナ全館
．必桜村少年ソフトポール大会

17日ω、18日（日19:00～ サンリーナグランド
・少女ピーチポール大会 181:1 （日）9:00～

サン 1）四ナ第 l

・バドミントン祭』j 188(1日）9:00～ サン リ ーナ~2
・バドミントン議溜会19日（月)JO:oo～サンリーナ第l

－全問ピーチポール幾技大会審判講習会 21日｛初、
22日｛ね、28目的、29日附 19:30～ サンリーナ

. fflf教総員スポーツ大会 22日附9:00～
サンリーナグランド ・ ~2

・1程建築組合ソフトボール大会 24日出9:00～

サンリーナグランド
・ スポーツ少年団£~Hg11交流大会 25日（日）9：・00-

サン ，，ーナ全曲1・
・朝日サッカーフェスティパル 25日！l:lJ9:oo～

サン リーナグランド他

．部7ラブ対抗野ER大会 25A（日以00～小丸Illグラン ド
．入聖子響詩集署長杯防犯ゲートポール大会

28日附8:30～海浜公l剣

通常の状態におりて血液は、血

管内では固まらず、血管外に出た

とき！こ急速i乙固まるようになっ

てります。これは血管の内側を

取り囲む細胞（血管内皮細胞と

りりますJl乙血を固まらせなり
作用があるからです。ここにコ

レステロールが詑着すると、血

管内皮細胞！と異常をきたし、血

栓を形成しやすくなります。

これら病気の危険因子とじて

他に高血圧、糖原病、喫煙、ス

トレス、（内臓）肥満怠どが考え

られます。

治療の基本は食事療法であり、

1%の血築コレステロールの低

下は、電動脈硬化症の発症を約

.2%抑制することが明らかにな

ってります。すなわち、

①コレステロール摂取量を減ら

す。

②食物繊維を充分i乙。

⑤大豆などの植物タYパク ・魚

類タソパクを多く摂取。

④ビタミソ類（ピタミYE、C

Bーカロチソなど最近話題で
す）を摂取。

⑤禁煙iこ心がける必要があるて

しよう。 町北ょう

これらの方法て血繋コレステ

ロール値が目標に達じなり場合

は、薬物療法にてコレステロー

ル値を下げ、動脈硬化の進展を

予防する必要があるてしよう。

篠篠小

乱l

哲

中松

曲烏下
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谷高
l’E 
田辺

吏 小

坂回

主主占｛主樹

〈
山
崎
〉

辻
山
崎

小
在
池

花
房
日”u
vps

削刑
制
肝
ま

殿
町

〈
犬
家
庄
〉

不
動
堂

下
山
新

金
山

巾
刈
川
判
府

職
域
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谷
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eaノ
創
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消
防
団
幹
部
異
動

昇
格

（
7
月
1
日
付
）

団
本
部
副
団
長
伊
藤
勇

第

2
分
団
分
団
長
腐
回
詑

第
2
分
団
副
分

団

長

森

野

留

骨
院退

団

（
6
月
初
日
付
）

団

本

部

副

団

長

田

中
伸
幸

第

2
分
間
副
分

団

長

藤

田

紘

ノ、

ド
ミ
ン
ト
ン

実
技
講
習
会

織
師
は
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
代
表
チ

ー
ム
監
債
の
柿
野
尾
昌

一
さ
ん
は
か
、

一
流
現
役
選
手
の
皆
さ
ん
で
す
。

日
時

8
月
刊
円
側
午
前
叩
時
か
ら

午
後
3
時

会
場

サ
ン
リ

l
ナ
第
1
体
行
室

対
象

中
常
化
、
両
校
午
、

－
般
（
大

学
生
等
も
合
む
）

参
加
費

無
料

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
ス
ポ

（
官
邸
H
1
1
0
0
）
ま
で
。

、ソ

イ系
お練日 ※ 

気'l'.:t 習時
パケ東雲に~』:i:: 8 

ご場月

学見サ 2日2 ボ｜子体
くン附

ル育大だリ 1

さ I ~日日5） 部合学いナ
。他 宿

夫

県
高
校
総
体
柔
道
競
妓

（
%
小
杉
町
）

マ
個
人
列
子
師
同
級
2
位
山
削
光
仁

第
刊
回
全
日
本
小
学
生
男
女
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
出
場
者

（
%
1
%
滋
賀
県
）

．
山
崎
ス
ポ
ー
ツ
少
年
同

全
国
レ
デ
ィ

ー
ス
卓
球
大
会
出
場
者

（
為
i
為
兵
庫
県
）

・
上
島
恵
子

平
成
8
年
度
北
信
越
高
校
総
体

（
%
i

%
北
信
越
地
什
県
）

マ
ア
ー
チ

ェ
リ
ー

・
男
子
凶
体
2
位
泊

古川
股

・
女
子
個
人
5
位
初
出
知

f

マ
柔
道

・
列
「
側
入
院
耽
厄
量
級
2
佼
山

川
光
仁

円

v
空
手
道

・
制力

f
倒
人
組
手
2
位
新
聞

維
樹
マ
陸
よ
競
技

・
出
力
チ
や
り
投
2
位
般
本

隆
労

・
久
7
T
内
総
投
4
位
山
本
口
允
世

新
川
ブ
ロ

ッ
ク
ピ
ー
チ
ポ
l
ル
大
会

（%
サ
ン
リ
｜
ナ
）
※

1
位
の
み
掲
載

マ
労
Jr
・
A
ク
ラ
ス
宮
崎
8
8
C
H

・
D
ク
ラ
ス
い
い
ち
こ

マ
k
f
－
8
ク
ラ
ス
遊
一
歩

・
D
ク
ラ
ス

大
家
庄
一ス
マ
イ
ル

黒
部
市
内

一
周
駅
伝
競
走
大
会

（%
川…

マ
2
部

・
総
合
2
位
か
も
し
か
ク
ラ
ブ

．
区
間
賞
6
区
伊
藤
政
問

三
市
一
郡
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（%
魚

添
市
）

マ
女
子
個
人
（
緩
）

・
一
般
2
位
水
島
・

米
沢
総

3
位
松
下

・
山
中
村
総

・
成

年
3
位
水
嶋

・
い円同木組

第
日
目
下
新
川
郡
民
体
育
大
会

（%

1

%
郡
内
各
会
場
）
※
1
位
の
み
拙
依

。

一
般
の
部

マ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

輔 二-9~ 作義降古・次弘彰}l 1玄 tf:i

．
般
叩N
f
エ
ク
ス

－

k
f側
人

こ
ず
え
紺

マ
内
十
球

・
則
子
同
体
制
日
中

・
川内
，十
例

人
（

mr）
九
州
大
助

マ
柔
道

・
団
体
制
U
中

・
〈
偶
人
〉
仰

は
級
江
端
直
人

目
同
級
波
辺
剣
師

同
級
大
森
武
雄
刊
日
同
級
中
島
総
弘

新
川
地
区
中
学
校
総
合
選
手
権
大
会

（
u
h
1
%
朝
日
町
他
）
※
1
伎
の
み
掲
紋

〈
団
体
〉
陸
上
競
技
剛
山
女
総
介
、
柔
道

男
子
、
柔
道
女
子
（
い
ず
れ
ら
判
円
中
）

〈
個
人
〉

＠
陸
上
競
技
マ
列
子

・
共
泌

出
限
）
以
本
知
総

－h
い川端

8月のスポーツ

-



社会福祉
協議会だより

，札
齢ぬ沙

句

mpg
安見事Jl＇.乙，
券ν、

． 朝日町社会福祉協摘会
l立、皆さんと共に地域の

福祉向上令目指す福祉団

体です。

・場所朝日町福祉セン

ター内

宮 83-0576

楽
し
く
手
話
を
学
び
ま
し
た

｜
｜

手

話

講

習

会

l
i

明
H
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は、

6
月
却
け
か
ら
7
H
U
H

募

集

－
ホl
ム
ス
テ
ィ
協
力
者

1=m＝悩訴宅島••'i:i'=i・E’l’E

i
夏
休
み
の
思
い
出
ゆっ
く
り
に
i

「
あ
さ
ひ
の
引
」
h
u
然
体
験

教
山
南
が

8
川

n
H附
か
・
り
お
け

仰
ま
で
の

4
H
川
、
附
ぃ
米
、
閃

．内
の
小
中
学
生
却
人
を
迎
え
て
、

朝
日
川
で
夫
総
さ
れ
ま
す
．

教
室
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
を
中

心
に
小
川
や
川
で
州
川
町
の
自
然

を
渦
附
す
る
的
作
で
す
が
、

8

け
M
M
山川は
ホ
l
ム
ス
テ
ィ
の

，y
去
で
す
。

受
け
入
れ
協
力
川
体
の
「
あ

さ
ひ
自
然

（じ
ね
ん
）
数
」
で

は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
協
力
省
を

蒜
集
し
て
い
ま
す
。

く らしの情報室

Living Infoγmαtioη 圃圃圃店員

ま
で
の

－D
Mに
わ
た
っ
て
、
わ
砂

・必上
M
M
の
午
後
7
時
よ
リ
手

活
必
門
会
を
附
似
し
ま
し
た
。

こ
の
必
例
会
に
は
小
中
3
年

中
か
ら
い
ね
年
寄
り
ま
で
の
m
u
h

が
参
加
。
判
川
、
人
情
引
け

T
ぷ
サ

ー
ク
ル
の
仔
さ
ん
を
品
川
に
、

N
H
K
み
ん
な
の
下
F
川
の
テ
キ

ス
ト
で
「
よ
ん
に
ち
は
」
「
は

じ
め
ま
し
て
」
な
ど
の
あ
い
さ

つ
や
れ
己
制
介
の
附
市
な
下
川

を
下
び
ま
し
た
。

第
2

M
H
に
は
、
山
山
川町ろ

う
あ
省
福
祉
協
会
開
恨
の
塚
原

剛
さ
ん
の
必
協
会
も
あ
リ
ま
し

た。
ま
た
、
必
習
会
の
最
後
と
な

っ
た
7
川

m
Hに
は
、
参
加
街

全
日
以
で
の
予
芯
コ
ー
ラ
ス
も
あ

り
、
比
白
さ
ん
は
栄
し
く
予
沼
を

や
び
ま
し
た
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

九
mk
・什
．悲
（
宮
制
1
8
3
7

1
）
ま
た
は
谷
川
山
市
次

（宮
制

8
6
7
5
）
ま
で
。

． 
自

｛暫

「色、

届

募
集
人
員

・
航
常
山
下
旬

・
．

仙川
町
1災
前
”
が
れ

・
町
L
矢
市
・仁
－－－

h
剣

H

，ap
‘er
－－’’

d
・＆
F

‘F

引
火
打
・ト
ヤ
h

受
付
け
期
間

8
川

1
nか
・り

9
川
9
N
ま
で

問
い
合
わ
せ

役
場
総
位
制
ぷ
総

統
係
｛
念
役
場
内
線
2
1
3
｝

ま
た
は
白
術
除
魚
津
移
築
制
終判

所
｛

g
M
H
1
0
3
6｝
ま
で
。

催

し

． 
講

；貰

A
S
A
 

nw一
紀
を
判
う
青
少
年
を
山
門

む
明
ま
し
い
環
境
の
作
りト
々
を

ボ
め
て
講
一
副
会
を
附
似
し
ま
す
。

日
時

8
川
4
H
川
午
後
1
時

泊
分
か
ら
3
附
却
分
ま
で

会
場

生
淀
川
下
狩
蛇
2
階
M
m
修

日寸購
師

川町
符
本
部
少
年
対
策
屯

州
仲
良
川
削
佐
瓜
供
紘
子
氏

演
題

「H
H
少
年
を
取
リ
巻
〈

円
相
境
の
引
状
と
ぷ
凶
」

主
催

側
川
町
欽
山
口会
川川
公

共
催

側
H
町
辿
A
H
M

人
会

入
場

無
料

5
川
却
け
は
、
仏
…
山
総
ヶ
，
k

山
別
院
の
必
恥
川
医
師
か
ら
「
紡
神

分
裂
耐
に
つ
い
て
」
の
誠
一
州
、

7
川
叩
け
は
、
山
川
部
山
氏
病
院

制
神
科
の
安
件
医
師
か
ら
『
う

つ
病
と
剰
米
に
つ
い
て
」
を
学

例
を
交
え
必
義
を
受
け
ま
し
た
。

民
生
委
員
児
院
引
委
日
以
は
、
地

U

明
の
中
で
伐
民
に
と

っ
て
抗
心

身
近
な
相
次
打
。
制
神
間
巾
H

川帆れ

あ
な
た
の
真
心
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

一

ー
質
助
会
員
の
募
集

i

一

社
会

M
社
協
議
会
で
は
、
川

ま

す

。

民
の
併
さ
ん
の

M
u
w．の
ト九
%
を
町
以
の
汗
さ
ん
か
ら
い
た
だ

阿
る
た
め
に
、
ひ
と
り
ぐ
ら
し
い
た
代
肋
全
を
社
会
一
川
社
引
業

主
人
ふ
札
あ
い
ラ
ン
チ
サ
l
ビ

収

令

．
と
し
て
倒
み
似
て
、
法
令

ス
や
似
た
き
り
や
州
以
性
伝
人
か
ら
の
利
息
で
制
礼
慨
が
業
を
実

の
訪
問
、
泌
た
き
リ
主
人
へ
の
胞
す
る
む
の
で
す
。

紙
お
む
つ
の
支
給
、
必
・

来

た

す

昨

年

は

2
、
1
5
8
%
の
皆
さ

け
あ
い
以
来
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ん
か
ら
4
、
4
6
8千
川
の
良
心

活
動
の
育
成
な
ど
級
々
な
治
川
仰
の
よ
ら
っ
た
俊
助
金
を
い
た
だ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

き
ま
し
た
。

今
後
、

町
民
の
許
さ
ん
に
続

M
H
助
会
只
の
採
集
を
町
内
会

託
し
た
相
批
市
淀
を
ま
す
ま
す
を
辿
じ
て
行
い
ま
す
の
で
、
町

発
泌
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
今
以
の
符
さ
ん
の
沿
か
い
ご
協
力

年
J
U
伐
刷
会
は
めは時
仙泌
を
行
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

ありがとう

あたたかり，ち

ぜι潤h
rーノ1 朝円町c意銀行
τ芯ア （6月118-7月刊日）

精
神
保
健
講
座
で
学
ぶ

民
生
研委
申告t_l 
を HJJ」
H甘 ~i'i:
催 委
li.1 

側

u町
民
生
委
川口
川ん
主
安
川

協
議
会
で
は
、
m一…
郎
保
健
所
の

協
力
で
『
や
さ
し
い
制
神
保
健

点
山
崎
」
を
役
場
大
ホ
ー
ル
で
行

い
ま
し
た
。

与川陣ll{jさんから

5. OOOJll 

i事出！被.f!I；さんか

111: .. 6になったお礼として

ら亡父山~fi さんが’l:1iij お

100.000円

Q；・；；；山県！移動l街業組合さん

QJJ1l1 

01~個I

受理
京人 事能強 年 齢 賃金 11iJIJ 

続君臨場所 係局 資 俗 経験
番守 円 休 日 人数 免 E守等

4幾 4或 コニ
18才 ー 145,000-

男
朝日圃I月山

2 
不問

35才 250. 000 日祝、その他 経験者、若年者

2 鉄 エ
18才 ・ 216,000- 11} 

朝日圃H舟烏
3 
不問

45才 288 ,000 日干克、そのf也 縫験者

3 大型選結乎 60才 230,000～ 9; 
朝日町笹川 大製自動車免併

以下 276 .ooo 日、第2・4土噌日

4 配 管 エ
15才ー 150,000-

~ 
世II臼町宮崎

2 
不問

45::} 280,000 白、第a土曜日

5 il邑 縫 ヱ 20才 ー 200,000由 不 問 朝日町＝彼橋 3 
~卒程度

50才 250,000 日祝、土織日午後

6 本木作集員
25-t- 200.000-

不問
朝日町舟川新

5 
1,2級土木潟エ管

60才 300,000 目、 第2・4土曜 日 E霊妓士｛な〈τb可融｝
ートーーー

朗自町槻山
7 一 銭 穆 務 20才 ー

135,000-
11: 不問

28才 158,000 a週5休

8 小売綴売買
40才 『

134,400- 女
朝日町民主町 不問

65才 希望により 著書務経験者

9 舗E霊繍助員及び 40才ー 135,750- 女
朝日町倹~

2 不問
血洗い 65才 145,750 その他

10 清？暑 員 50才ー 時 18
女
朝日町機尾

2 
不問

（パー ト｝ 65才 650・・750 月10日休み

平成8年 8月分ホット求人情報問
い
合
わ
せ

教
育
委

μ会
制

川町山下山
門
ぷ

（官
役
場
内
線
3
2

1
）
ま
で
。

－

ふ
る
さ
と
講
演
会

8
川
M
H
刷
午
後
2
昨

日
時
カ
ら
場
所

生
一山
中
門
町

講
師

一州
介
内
山
氏

｛制
打
川

山
附
川
身
、
川内
決
川
県
川
北
食

料
版
光
協
川
制
A
H
山中此同州市ド
｝

演
題

「
日
本
人
と
お
次
1
お

米
と
歩
い
た

ω釘
余
年
を
泊
し

て
1
」
入
場
無
料
で
す
。
町
民
の
特

さ
ん
こ
ぞ
っ
て
ご
米
場
く
だ
さ

、。
園

泊
地
区
教
育
講
演
会

i

）
・

：

〉

8
川
茂
川
H
J
r陽

7
W

i

；

i
d
－

－

 

演議場 か 日
題師 所 ら 時

L、曲者誹E
の l,'.;u"(:

ち人1~＇！ 
のさ fil'i
~ん
i.i:r 

10.000円

へ
の
瑚
併
を
深
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
制
神
附
山
々
お
の
れ
会
似

川
叩
や
社
会
参
加
を
川
市
に
巡
め

る
た
め
に
山
川
山附
し
た
ら
の
で
す
。

3
1
7
1
こ
ま
、
h
H
H
ドゆ
丞

t守
l
’e
q
’－
l
，I
‘．a
，‘

，t
’r
a
・‘f
，金不

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
以
本
以
削
か

ら

「制
神
附
刀
打
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
必
州
を
間
航

す
る
，r之
と
な
っ
て
い
ま
す
。

から

福
一祉
一豆
事
一典
一⑫

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は
訓

格
者
め
な
味
。
社
会一
陥
社
叫
が

お
の
役
刑
の
ひ
と
つ
と
し
て
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
！
の
役
刑
が
況

被
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
山
山

市戸
恥
刊
は
川
組
解
決
の
た
め
の
援

助
活
肋
に
お
い
て
、
社
会
制
社

の

uw川
純
や
阿
川、

行
d
u州
、

保
健
刷
、
位
以
リ
ー
ダ
ー
そ
の

他
多
く
の
人
々
と
の
協
働
が
不

吋
欠
で
あ
る
。
山川
山けμ
れ
は
よ
れ

ら
の
人
々
の
小
に
あ
っ
て
訓
物

的
機
能
を
逆
行
す
る
－
」
と
が
則

山印
さ
れ
て
い
る
。

地
域
一川
祉
の

m進
の
た
め
に

は
、
地
域
に
お
け
る
作
目刊
の
守

門
職
、
住
民
組
織
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
組
織
な
ど
の
訓
終
的
機
能

が
必
要
と
な
る
。

地
域一
稲川
札に

お
い
て
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

役
割
を
組
、
っ
社
会
福
社
協
議
会

の
的
動
が
今
後
ま
す
ま
す
れ
品
安

と
な
っ
て
く
る
。

国
国国
国
固

・：：＇軍人情報一貫覗aむニi1南下。い
c': < h しいこと印、....公共闘寓宜主婦叫白骨量E世8201拘へ針咽い会打電〈だ~い

二
つ
以
上
の
年
金
か
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は

速
や
か
に
届
出
し
ま
し
ょ
う

川吋介状の年余・制・以は「．人

．山中4h』が川町川です。

しかし、．． つ以ーの年全

を叉ける拙利が使じる場合

があリます。その場合には

いずれか．つの午全を選択

する・』とになります。

．． つ以上の年余が受け・り

hιるようこなっとし中＋0．「一ドl’jlpiyH｛t 

全一史仙川選択中川仲代日」を純山

IV歩AV1トvbA？70

川山山が巡れると、年分一め

支払いが似別になったり、

過払いが州じ返納すること

になったリしますので、速

やかに促山してください。

納l’1,, .J .. ~る司令 納付，， ,J, .: ;. .; q I' 
E崎帆町＇11' 同A’ 4民 E帥 帥＂＇’ '411.げ’111含

品’t曲’l 砧II晶IQ 
Jム略 ~＼硲 ザ’l 1・／’l

fi：，’” >I< :tt を,, t ~~ 司令 ,, ~ 

：：世Ll 師二也臥叫A仙会I - ム ム。ム ム 。
．帥蝿＇~ 
ム ム

fll ft 
ム ム 。ム ム‘ζ•If .~·’L ・除。·~

A命ゐa’ 4出 ム ム ム ム ム ム 。。，、:It

いずれも新滋年金のIt合

1崎弘主ぅ，，：.，ぃ..，，~. らそ4園料τる凡同一みゆえ＇·ぃ叫ん ：>1• ・2

田町



圏団司司

主
催
議
会人
場
無
料
で
す
。
多
数
の
ご

4
4
州
場
を
お
似
ち
し
て
い
ま
す
。

泊
地
区
公
日
比
館
連
絡
協

－

舞

踏

公

演

du
－－
5
る

朝
日
町
藤
塚
山
身
の
蝉
九
（
山

海
勢
）
が
品
川
…
い
惣
い
を
全
身
で

い
い
ぷ
現
し
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ、

夢
づ
く
リ
に
観
劇
を
グ

日
時

8
川
刊
日

ω午
後
7
時

初
分
か
ら

場
所

総
塚
伸
明
祉
協
視
内

内
容

有事
納
鋒
踏
「
が
ん
ね
ん
」

推
せ
ん

朝
日
町
教
打
委
討
会
、

制
け
町
中
央
公
民
館

くらしの情報室

Living Infoγ竹山tio利

’

第
日
回
全
国
都
市
緑
化

ー

と
や
ま
フ
ェ
ア

と緑
ぎ化現
の祭在
森’96I非j
公の｛在
閏イ中
」寸グ〉

でて彩
三＂＇－ tl 
.t;l;j・ ’
車）jぷと
日 i「や
阿］おま

Eヨi幅削r越長E吋；Kl:I・t’l’E

＝ふるさと川魚つかみどり大会＝

朝日町ライオンズクラブと朝日内水面漁業

協同組合は、今年で8回目となる川魚のつ力、

みどり大会を聞きます。当日はアユやイワナ、

ヤマメを数多く版流します。ご家族そろって

参加ください。

場
所

市
山
部
保
健
所

内
容

ぷ
江
総
会
と
記
念
泌
出

・
郡
川
石
川
県
小
訟

・
能
災

地
域
家
肱
脱
会
会
長
内
出
外
次

・
演

題

「

共

に
生
き
る
地
域

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

問
い
合
わ
せ
先

架
部
保
健
所

予
防
泌
保
健
縦
（
宮
臼
H
1

2

2

4
）
ま
で
。

－

ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

日
時

8
月
幻

H
印
午
後
5
時

加
分
か
ら
翌
円
午
前
日
時
ま
で

場
所

棚
山
花

主
催

日
山
県
川け
版
協

研
修
テ
l
マ

制
作
後
（
後
附
）

の
我
が
市
川
に
つ
い
て
の
“
少
を

ほ
川
り
人
け
う
と
と
も
に
、
そ
の
ぷ

を
実
現
す
る
た
め
に
、
今
を
や
し

き
る
背
年
の
山
本
た
す
べ
き
役
割

に
つ
い
て
考
え
る
。

の
併
し
を
行
い
ま
す
。

世話
妓
の
舞
踊
リ
や
大
家
庄
刊
行

駒
大
放
が
出
演
す
る
ほ
か
、

P

R
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
パ
タ
パ
タ

ぷ
の
%
出
も
ど
が
あ
り
ま
す
。

町
民
の
地
刊
さ
ん
、
こ
ぞ
っ
て

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

8
灯

M
n
m午
後
2
時

か
ら
場
所

出
問
お
と
ぎ
の
綴
公
同

内
お
と
ぎ
の
森
劇
州
場

’

富
山
県
が
ん
攻
略

1
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時

9
月
5
N
附
午
後
l
時

か
ら

5
時
ま
で

場
所

市
山
県
民
会
館
大
ホ

l

Bν 内
容
・

必
制
州
出
刷
出
ぃ
山
川
中
1

・J

郎
先
伺
｛
倒
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

病
院
名
品
目
院
長
）

・
特
別
講

演
逃
兄
崎
市
心
さ
ん
（
故

・
逸

見
政
孝
氏
夫
人
）

・
白
山
県

の
が
ん
対
策
の
取
り
組
み
紹
介

．
新
テ
レ
ビ
フ
ォ
ー
ラ
ム
デ
イ

ス
カ
y

シ
ョ
ン

問
い
合
わ
せ

出
山
県
厚
川
部

川
出
版
ぷ
が
ん
成
人
病
係
（
念
。

7
6
4
H
汎
H
4
1
1
1
内
総

3
5
4
5
）
ま
で
。

8月11日（日）
午前lO時からll時30分まで

つかみどりは親子自由採捕とし

ますが、子供fd:小学生以下。た

も等は使用しないこととします。

お
知
ら
せ

’

町
営
墓
地
の

t
公
募
受
付
を
し
て
い
ま
す

場
所

高
山
岡
地
内

銭
り
区
画
数

5
K同

面
積

7
．由
IM
い川
（問

n
2
い川
、

奥
行
き
口
幻
）

永
代
使
用
料

2
4
0、
o
o
o

nr 
管
理
料

l
、
0
0
0
川
（
1
年

間
分
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

住
民
午
前
諜
環
境
係
（
官
役
場

内
線
1
3
4
｝
ま
で
。

－
地
域
家
族
会
設
立
総
会

、
｝
の
会
は
精
神
障
害
者
と
家

紋
内
身
の
指
・
せ
を
蝋
い
、
安
心

で
き
る
仲
川
づ
く
り
の
場
に
し

て
い
く
も
の
で
す
。

ひ
と
り
で
も
多
く
の
家
族
の

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す。日
時

8
月
8
0
榊
午
後
1
時

初
分
か
ら
3
時
別
分

桜町小川橋詰

無料

川体行所・学校の品開科検診

で、虫歯のなかった別名が

町から表彰されました。

－保育所（きく組）刊品名

境林俊樹宮崎加藤

幸大、九剛山現絵笹川rk

ル賢治東部附被来摘

泊中部（介成、米川桃子、

水白山丹、大和正作、ド川机

』品川中本泊南部川中冬樹、

金沢ト木市水、折谷ひとみ西

部廃材察津美、筒井良緒、

松田楽梨沙桜町大菅雄

、与問和弘、ぶ附郎彩人、

il山胤久卒、．内村．M札、川鉱

山内菜、山山絢f南保

中山氷点山崎じ川川市也、

泌辿菜捕、LU市沙織、UAVF一古

川官、谷川萌子大家庄坂

口武志、岡田糸織、伊藤孝

生活必需昂価~~
7月分(l1HJ5日現在調査） ~ 訟円

""'' 
宇；

平 上主J ｛尚 f告
7H filj)J !t jjij年同月比

す1 ソ ン
114 ＋ 1 - 1l 七 （掠ト·，＇~ 1 el 

i1lJ !J ilh 
960 - 16 

製 （配達18el 

,',,', tf ス
3.352 - 36 -289 ( 5 m•) 

tι． I l;lr II) 《先 j'¥I) 
196 。 - 58 11 ( 'i•fl：沈荷1J600me)

Ill 
r 1 シュペー ，εー

561 r吋！- 30 (<IOO牧人× 5紛人｝

,' z”’， トイ レ ッ トペーバー 409 '1L1 - 56 <l;x紙ロール4例縦）

食 〆マン

F主事＋ ＋ U':-i曲e’，，＇，6.Jx Aリ）

/Jn 句？ 一 ft ノ． 『己ぷ
（ ~50 j{ 1新） + 32 - 76 

仁し t う i山 572 。 由 149
rui e.へy トボトル人リ）

食
サラダ i由

303 ＋ 3 四 42（ポリ存協700百人り｝

と ’B ，、》、
101 。 6 ,',!, （らめん1n 

手L
235 - 10 - 14 ( I e〆マ．γク入り）

1・ l勾
l~ l:'b 4 - 177 （’l'I去lb b 100 g) 

豚 肉 ＼話日ノ 5 ー 9 
（’l'I勾むら100g) 

1fJ 
( Lサイズ向。H 192 。 - 15 

量下

i主 、~ ぎ
227 + 16 ＋ 3 （、i';:jJ!i,'1111I kg) 

食 (J: h t、し よ

｛、；l~：j!fi品 l kg) 
289 ＋ 9 ＋ 3 

キ ヤ ハミ 。I

1:.1~~ ．． 
｛？干i!!i品 lkg) - 26 - 13 1111 

人 ~ CJ:IG + 39 ー 73(i';'.j泊，＇.，＇，Ikg) 

砂日時

砂参加費

砂その他

惨場所

参
加
費

2
、
0
0
0
川

参
加
希
哨
ま
た
は
却
制
に
つ

い
て
は
、
教
行
委

μ人山
中
減九千

山
打
線
（
宮
役
場
内
線
3
2
1
）

キ
酔
明
、
。

ー
グ
リ
ー
ン
キ
l
パ
l

E
養
成
講
座

グリーンキlパ｜（化と

れ献の桁片付けは）俊成品州を開

催します。

日時Jr成8年刊川から平

成9年3月まで4問

場所側花と緑の銀行総

中町上轡田mM

対象住とは柿に関心があり、

地域の緑化に熱立のあるみ

内容伎や純化水の減収桁

導に必変な法随知議

申込み8月初日附まで役

場市仁観光総（宮役場内線

152）まで。

町の工事発注状況（500万円以上）
ーニのコーナーは町似札を行ったものを掲載しています－ M 

くH8.6.1～6.30>

工 主停 宮； 8刈包；f完r・成定 続 :f"'l 業 者 t.H.当課金 審員

無雪害街づくり事業 8£ト l’l 株式会社
開f道東1,'I.!ff凶書店線消雪配管工事

l!U,11野
8月
5,304,500 巡m-1：；たjiJj・ 建設記長

無雪~Jl!rづく I）事業
中草野
8 1ド
9,579,000 

株式会社
主E設Jl!l

間1道中~野間地 3 号線｛色消-;e配管工事 8月 氷見工業所

朝8ffiJ美術展
。期間竹用T目働～4白（月）

。会場 コミュ二ティホール「戸ゼ、リ戸J

O部門給画、書、彫刻・工芸、写真

。問い合わせ朝日町立，3，るさと美術館
（宮82=0094)

第1?@倫
、
道
ド
ひ
か
る
、
．
わ
井
美
川
問
、

小
h

川
市
秘
、

m－
川
↑
合
菜
、

山
崎

倫
太
郎
、
山
崎
氏
火

－
小
学
校

（
6
年
生
）
初
伝

さ
み
さ
と

大
違
和
俗
、
水

島
治
菜
、
岡
史
緒
阜
、
水
上
wm

平
、
古
市
兵
也
、
折
谷
泰
明
、

h
寸
出
冬
閥
、
中
島
桃
位
、
野
口

悠
位
、
れ
川
川
ぶ
加
、
十
寸
崎
あ
ゆ

f
、
航
山
俊
．
、
一
日
川
開
功
樹

五
箇
庄

平
阿
川
勝
許
、
川
村
兵

紀
、
大
同
党

南
保

広
井
朱

油火

山
崎

康
瀬
賞
俗
、
大
倉

裕
治
、
吉
野
隆
希
、
安
達
道
之
、

牧
野
久
美
，
r、
泌
辺
絵
梨
、
小

杉
彩
F

十
、
九
州
品
評
治

大
家
庄

叩
仰
木
花

－
中
学
校

（
3
年
中
）
げ
れ

小
に
述
以
徳
、
民
叶
mr倫
、
竹
内
的

．
一、
藤
川
洋
樹
、
水
好
健
太
郎
、

八
木
佑
治
、
大
＃
庁
内
＋
也
、
川
内

広
志
、
新
凶
作
代
、
川
瀬
恭
輔
、

沢
崎
除
志
、
中
易
問
希
、
山
間

μ

光
次
、
石
井
陥
P
F
、
消
水
さ
や

か
、
竹
中
制

f
、
鴫
美
紀

有段を目指して
州知Iiへージ｝ 直二重自

・ 剛
.?Ii 3 ヒ黒扇
段分ン先日

常~ r ？名
段 f.'i.人
て5
1ィ，手 品
分 の ままと
以 ；'ljで 昌

内訂 正
で で 樹

g・

本
箱

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

（
宮

田

H
0
5
7
4）

新
し
い
本

二
般
書
）

と
や
ま
近
代
化
む
の
が
た
り

日
山
山
近
代
火
研
究
会

組
中
市
内
楽
と
記
紀
の
古
伝
，
w小

前
例
瀬
誠

ぐ

び

じ

ん

月

早

大

同

信

会
一
．
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
糸
川
帖

山
本
正
夫
一
端

’h

，Aマ
aA

々
野
球
ゅ
の
名
付
け
州
州

中
凶作4

LFZ 
決一
M

山
峨
介
臨
夫

う
ず
ま
さ
儲
の
み
つ
け
か
た

村
k
春
樹

村
斤

H
戊

此
剛
介
の

m－
隊
地
凶

港
湾
ニ
A

｜
ス

E
－
ア
ニ

l

・
ブ
ル
ー

マ
マ
は
ロ
！
？
に
絞
り
た
い

神
谷
ち
づ
チ

（小
説
）

夢

見

そ

ば

村

必

友

視

次
包
時
刻
、
L

R

ド

H初

8
2
F
Z旬

4
7ふ
著

。μ
2

4

d

p

u

r

小

況

下

利

休

磁

叶

・

、

’
t

’
1

l

！
 

然
じ
ら
札
た
敵
け

小
村
山
似
彦

推
即
日
小
説
代
表
作
逃
集
何
年

版

H
本
推
理
作
家
協
会
編

胸

の

香

リ

宮

本

線

光

る

沼

木

崎

さ

と

チ

終

り

な

さ

祝

祭

辻

ル

森

川

か
く
も
川
町
き
眠
り
船
一戸十
r
－

モ
ダ
ン
点
以
行
ざ
め
た
街よし
会
M
V

総
山
｛且永

ロ
ン
グ
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
北
川
悦
炎
，
，T

本
の
紹
介

『述
合
亦
革
「あ
さ
ま
山
荘
」
肝
件
』

佐

々

淳

行

結
穐
咽
「
突
入
せ
よ
／
・
」
欣
ポ
が
止

ん
だ
瞬
間
、
大
久
保
九
機
隊
長

は
決
断
し
た
。
時
に
山
町
利
灯
年

2
川
犯
川
、
午
後
6
川
7
分・：、

厳
冬
の
軽
井
沢
「あ
さ
ま
山
将
」

に
人
質
と
共
に
立
て
縫
っ
た
殺

人
集
団
を
包
副
し
た
。
死
闘
刊

日
間
に
及
ぶ
H

城
攻
め
ω

の

一

部
始
終
を
巾
t
時
め
呪
州
場
指
掠
む

が
初
め
て
明
か
す
。

軍豆！！！． 
10ヒ
分ン

でト
ニ出
級 i守題
グ3
5 k左ム
分 }J Iし
で を E量
二』t
t毛主司ヒ

子宮
男

四

五

持

駒

飛

六

七

八

九

2 

$ 角
ミ長

iH T 
長以

~ 香
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同
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愛
の
献
血

ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力
お
れ
（
6
月
・実
施
分
、

会
印
は
制
J

川
、
※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は
捌
叫
献
胤
者
）

宮
崎
地
区

必
殺
さ
ち
え

笹

川
地
区
会
長
斤
倣
附

泊
地
区

A
H
A

，
斤
位
入
、
A
H
λu
岡
山
ま
ゆ
み
、

A
M
米
川
正
人、

A
H
．卜
以
山
正門
、

会
・
太
子
政
仏
、

ムM
LV
H

川口円心
、
※

前
川
ゅ
う
「
、
※
品
川
一必
代、

佐
川
大
tu
、
トリ
印
国
れ
ほ
、
込
出

釘
丹
、
必
川
以
上
U
M
灯
、
府
内
千
品
、

u，止
』h
H
1し

ι’
、
h
1
1
v
v
n

．
、
t
，

dv
ι
f
l
oヰ

1
fれ
こ
一

．

y

崎同開
f
、
中
川
俊
チ
、
HUK
斤
秀

琢
、
九
附
久
男

五
箇
庄
地
区

A
M
｛子
作
ト
れ
岡
弘
加
、

会
荒
木
克
也
、

A
H
脇
山
川川町

f
、A
M
什肌
泌
俊
成
、

A
M
ぷ
出
版

、
A
M
州
村
能
川
、

合
同利
川
光

‘
、
H
K
介
休
刊
，

r、

岡
村
康

f
、

上

HU
勝

が

南

保

地
区
会
大
久
保
淳、

h
H
江
湖
千

ド称、

会前
哨
藤
悦
太
郎
、

府
内
純

件山崎地区内H－mw刊也、
命中川彩、AHぶ肝防．一郎、

公安迷政附、※似．判にJ、

※九盟一端山や、長沖作織、中

h時弘美大家庄地区会加必

伝言、AH沢mwrr樹、AWホ斤

8月の各種相談
。時間 ロ会場 付II談は無料〉

5日 裁判所出張調停相談

（月） 。9:30～16:00 ロ福行I：センター

6日 心配ごと相談

（火） 。 13:00-16 :oo ロ福祉センター

フ日 社会保険出張相談

（水） 。 io:oo～15:00 ロ役場会議本

13日 心配ごと相談 ・家庭児童相談

（火） 。 13:00～16:00 ロ縞祉センター

19日 裁判所出張調停相談

（月） ①9:30-16:00 ロ福祉センター
｝ー

20日
心配ごと相談 ・行政相談

税務相談 ・人権相談
（火） 813'.00～16'.00口惜tll：センター

心配ごと相談

27日 。 13:00～16:00 ロ福知tセンター

（火） 交通事故相談所巡回相談

。 io:oo～is:oo 口黒f{lldi t.~＼ tll：センター

28日 社会保険出張相談

（水） 。 10:00～is:oo ロ役場合議街

⑧⑧⑥⑨⑦⑧⑧⑧ 

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

少
な
い
た
め
に
、
経
く
考
え
ら

れ
が
ち
で
す
が
、
脳
卒
中
や
心

－xa’
s
，、

貯
肋
憎
窓
口
な
ど
の
病
気
ら
、

実
は

賠
尿
病
が
隠
れ
た
原
閃
で
あ
る

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

日
反
近
の
調
貨
に
よ
る
と
刊
歳

以
上
の
成
人
の
う
ち
同
人
に
l

人
が
糖
尿
病
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。今
年
か
ら
住
民
仙他
地
時
受
診
者

全
員
に
、
糖
Mm病
必
私
自
の
けl
期

以
北
凡
の
た
め
に
、
随
時
血
糊
険

伐
を
追
加
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
以
献
が
山
て
い

な
く
て
む
随
時
刷
新
航
が
刈
い

角？

丸i

E豊；
婦子ニ

糖
尿
病
に
な
ら
な
い
た
め
に

糖尿病は、ほうっておけ

ばさま友まな八日併出をひき

起ζし、生命をも向かす品。

ろしい州れです。km枇刊の化
川としてあげられることが

4五 吉長 名 月 臼
ぷ3』五三 場

（対象者－ 等 ） 受 付 H寺間

胃がん検診 8月26n (fl) 
f党公民ft"(:

〈境地区〉 Gs:30～9:30 

子宮・乳がん検診 s 11261-1 o・n .tr／：公民館
〈境地区〉 813:15-14:00 

機能訓練 8け20トI（刈
｛呆liltセンター

(IJiる卒中後遺症者） G13:00-13:30 

心の健康相談
8 J l 5日 ・191-1
L、ずれも (J~） llifflS保健所

けらします。（合52-1224)
(913:00～13:30 

ちはう性老人の相J,;U,受けます。

子育て教室 8 JI 2811休）
［生後I～2かはのみちゃん］ (J13:30-13:40 f~ifilセンタ ー
とおかあさん ※ 

3か月児健診・脱臼検診 8月2711（’火） あさひキ怠イ刊ム.Jl:~t:
(8年5H生まれ ※） (913: 00-13:30 格形外不｜

4・5か月児健診 8 J l 20 II閃
f:f:ii症センター

(8.1f-3 J 1竺まれ ※） (99:30-10:00 

1歳 児健診 8月61:1（必
f~｝,lllセンター

(7年6、7月生まれ ※） (913:00～13:30 

3歳児健診 8 JI 1トI（村
f込仏l!センター

(5if.4、5月こI.:£f.l ※） 。13：りり～i3:30

育児相談 8 JI 2811（水｝
保健センター

（相t炎希も望者 ※） 09:30～11:30 

※母fT- 1~［~持参問合せ：保健センタ一 宮83-3309

⑥健康体操教室及び健康相談（いずれも希望者)t阜、 8月2日、98、23臼、30臼｛会
曜日）午前9時30分か勺保健センターで、老人福祉センターでの鍵康稲畿は 8月6
目、20日、 27日（火曜日）午後 Ia寺30分から、 8月初日（水曜日）は基幹集落センター
でも行っていますs

~，栄華E抱談l立第 2 金曜臼午前 9 時30分から保健センターで行っていまする

『精霊送り』

うら盆になると現世

に戻ってくる精霊は、

8月16日早朝再び海か
ら天界に帰るという。

そのみたま送りの行事

である。

（昭和30年ごろ、大屋

浜にて）

池
川
安
紀

n 
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災
也
、

名
）
。
ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
側
川
小
山
下
校
後
級
会
か
ら
判

日
中
山
下
校
へ
バ
リ
ト
ン
サ
ッ
ク
ス

l
h
（持
万
川
判
中
l
）

マ
北
海
道
の
全
井
俊
さ
ん
か

ら
瓦
筒
一
作
小
予
校
へ
教
材
術
品

（
凶
万
円
相
中！
）

マ
鮒
明
文
常
北
川円
か
ら
さ
み
さ

と
小
山
下
校
へ
絵
向
1
内
…
（
九
万

川
判
中
1
）

8
月
は

「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

一川弘は水を似うことが多く、

げもかきます。ぬれた下で

コンセントを抜いてはいま

せんか。沈潜機には必ずア

ースを。クリーンで便利な

電気、小火九九にお使いくださ
、。

町
県
民
税

，，－、

第
2 
期
、、J

人
が
多
数
見
ら
れ
ま
し
た
。

糖
尿
病
の
予
防
は
、
呪
伐
の

や
い
活
習
慣
を
見
限
す
こ
と
か
ら

始
ま
リ
ま
す
。
も
う

↑
度
、
見

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

．、

Mm
準
休
息
に
近
づ
け
ま
し

PA，λ
J
，。

－

t

腹
八
分
口
で
食
べ
す
ぎ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
、っ
。

：
一、
通
川
仰
の
あ
る
州
市
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

問
、
．
日
：
食
を
規
則
正
し
く

と
り
ま
し
ょ
う
。

“
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

お盆のごみ収集
お盆は、ごみ収集ガ休み！となります。

8月刊日（水）) 
8月15日（木）の3巴間は体みです。
8月刊日樹 j
8月17日は）から平常どおり収集します。

なお、資源物収集の8月16日閣の薮当地区（泊三区、五
箇庄） （~平常どおり収集します。

『写真で見る羽白町のう

つりカ、わり』ょっ物；員事故

291 
(257) 

86 
(lOOl 

交通事故発生状況調
6月末現在 ｛ ）内は前年同月比

人身率直宮

件数 ｜死者 l傷者

入善讐察署

管内

休日救急診療当番医 務鵠～午後間

8月4日（日） 寺崎医院 雪印ー1118

8月11日日） 中川 医院 宮 82-0120

B月14目。1<) 寺崎医院 合 82-1118

B月15日附 中川医院 古田－0120

B用16日程白 坂東病院 H83-2299 
8月18日日） 坂東病院 古田－2299

B月25日（日 松倉医院 宮町一 0051

ガソリンスタンド休日当醤店

8月4日日） 大谷石油 Ift82-01os 
B月11日日） 全店営業

B月18日（日） 全店営業

8月25日（日） 小川石油 IftBs-soss 

詰
碁
と
詰
将
棋
の
解
筈

〈詰碁正解〉まず！日lのホウ リコ ミ．

(12のときI昨夜：1.¥Iのところへホウリ
コミ.(I(, 4とはじも、てコウIニ．

〈詰将棋正解＞ 21叫霊ll荘、問 L 11'4 
飛、 2-=-ti. 3 ：銀成、 ！”l全. 2 .角
成、 loJE、I ：飛成まで9子治的．
〈解鋭〉 ト；II 下 3 . ~鋭は 31'4 E～4仕l、
と骨量，tされます。それをIE＆するには
2間銀北しかみりません。5手11と7
lHの．つグ〉成り fh てが＇／！＜：i~な fl、.... で

す． <l~l:uiは15ページ｝

留酒

羽田町

第2・第4土曜臼は外来休診（試行）です。
急惑は夜間・休日を間わず、24時間いつでも受付します。 念日3-1160あさひ総合病院

診療日／日曜日 ・祝日 診療時間／午前ア時～午後11随
所 在 地／底部市消問客向側 ll54-0731新川地区休日夜間急患医療センター

園田
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一本一

近な話題を待っています（ft83－竹00内線212）ヘ。あなたの回りの

省力他、低コストを目指υて

じ
川
卜
九
日
、
農
作
業
の
行
力
化
、

低
コ
ス
ト
を
目
指
し
て
、
無
人
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
業
散
命
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

一一 黒人へリで農薬散布

こ
の
段
集
散
布
は
、

組
合
「
め
か
と
ろ
側

n」

ー
タ

i
組
織

「
制

n
フ
ラ
イ
ト
レ
イ

ン
ボ
ー
」
の
皆
さ
ん
が
実
施
。
全
長

－一一
・
一九

μ九
十
八
∞
併
械
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
が
、
町
内
の
川
ん
ぽ
約
九

P

を
散
似
し
ま
し
た
。

無
人
ヘ
リ
に
よ
る
岱
必
散
命
は
、

作
業
の
時
川
短
縮
や
続
的
の
削
減
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
決
策
の
抗
も
減

り
稲
に
良
く
付
き
効
果
が
あ
っ
ま
す
。

今
後
eu
、
無
人
へ
り
に
よ
る
農
薬

散
布
と
肥
料
ま
き
を
行
う

f
定
。
袋

家
の
注
円
を
集
め
そ
う
で
す
。

広報係では，& Topics News 

伎
作
物
防
除

と
オ
ペ
レ

おっと、倒れそう

附

mに
で
き
る
ゲ
ー
ム
を
泊
し
て

叫
鉢
を
競
い
ん
N

う
、
あ
さ
ひ

f
仇
チ

ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
大
会
が
い
ハ
川

サ
ン
リ

l
ナ
で
行
わ
れ

あぎひ子イ共
今ャレンジランキング

－
一
av
a－－
u、

・
ま
し
た
。

今
凶
で
．
．
 
同
凶
と
な
っ
た
大
会
に

は
、
町
内
の
小
学
中
八
卜
九
人
が
参

加
。
小
笠
き
何
日
制
み
や
紙
飛
行
機
飛
ば

し
な
ど
じ
ハ
純
日
に
桃
山川
し
ま
し
た
。

4
U州
日
指
し
て
「
供
た
ち
の
ぷ
仙
川

は
山
ハ釧
そ
の
も
の
。
心
行
何
日
に
机
…
い

戦
い
（
？
）
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

新鮮野菜はいかがです
一一 歴史公園で白日程「朝どり市」一一

お習とやかに ど窓
達也

i沙

｜判長

総

いづみ

夫

誠

裕

tn 
，ι、

健

酌；夫

兼 i大

* {-
誠

}Ju結問

敏 lリl

I専忠

3人日誕生おめでとうございます

Hii川こころ（女）

！｜｜ 

平柳ー｜足

開J

hllヶ丘

ー剛胆

大家庄

•JZ初日 ・IX 

'(ti: 

必

搬

｜．：介（-93)

f官｛花（女）

祐介（~）

ぷ也（男）

Tφ（女）

ilfi(女）

梨央（女）

竹内

荒対t

｝｜｜村

事vJW

名鎚

野川

1長原

道械清水麻会：！乃（女｝

新
鮮
な
野
菜
や
無
添
加
の
出
物
な

ど
を
版
先
す
る
「
側
ど
り
い巾
の
問
』

が
七
月
七
日
か
ら
八
川
末
ま
で
の
毎

週
日
曜
日
、
町
の
歴
史
公
闘
の
広
場

で
附
か
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
を
凶
り
、

山
政
将

と
中
店
内
省
と
の
交
流
の
輸
を
広
げ
よ

う
と
、
町
の
農
村
財
人
グ
ル
ー
プ
辿

絡
協
議
会
と
伺
”
な
な
い
ろ
特
産
会

の
押
さ
ん
が
余
州
。
今
年
で
川
川
日

と
な
り
ま
す
。

砂
新
鮮

・
安
全

・
信
頼
砂
を
モ
ッ

ト
ー
に
収
れ
た
て
の
ト
マ
ト
や
ア
ス

パ
ラ
、
子
作
り
の
出
物
が
栴
交
で
版

必
さ
れ
て
い
る
と
あ

っ
て
、
ん
ω
M
午

前
八
時
．－．
ト
分
の
閉
店
と
岡
山
川
に
大

勢
の
お
す
骨
さ
ん
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま

す
。皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
、
こ
の
「
刺
ど
り

市
の
庄
」
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

思
い
や
り
の
心
育
て
ま
す

人
権
の
花
伝
達
式
l

花
の
総
出
を
辿
じ
て
、

思
い

や
リ

の
心
を
行
て
よ
う
と
「
人
怖
の
化
」

の
伝
述
式
が
じ
刀
．一

u、
さ
み
さ
と

小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
四
年
生
か
ら
六
年
坐

の
二
百
七
十
六
人
に
ベ
ゴ
ニ
ア
鉢
が

手
渡
さ
れ
、
児
童
た
ち
は
夏
休
み
の

問
、
作
向
で
附
泊
を
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

乙
5

供
た
ち
が
打
て
た
ベ
ゴ
ニ
ア
鉢

は
、
九
川
問
日
に
公
叫
ん
胞
設
な
ど
に

配
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

町
を
き
れ
い
に

ー
町
民
総
ぐ
る
み
清
待
ヂ
ー
ー

仁
川
ニ
ト

一
日
、
「
町
民
総
ぐ
る
み

消

umデ
l
」
が
町
内
J

川門
で
繰
り
広

げ
ら
れ
、
道
路
、

川
川
な
ど
の
ご
み

拾
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
ヒ
ス
イ
（
符
崎

・
境
）
海

－ヘa

，

山一作
が

「日
本
の
消

・
百
選
」
に
認
定

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

ヒ
ス
イ
海
岸
に

は
白
崎

・
崎
地
区
の
什
u
uは
や
小

・
中

学
生
ら
約
問
百
人
が
参
加
。
空
き
缶

や
ご
み
拾
い
に
・げ
を
流
し
ま
し
た
。

快
適
で
き
れ
い
な
町
づ
く
り
の
た

め
、
今
後
む
ご
協
力
削
い
ま
す
。

よ
り
親
し
み
あ
る
病
院
に

｜
｜

あ
き
ひ
総
合
病
院
に
案
内
版
と
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
作
成
｜
｜

あ
さ
ひ
総
合
病
院
で
は
、
医
師
を

顔
写
兵
入
り
で
紹
介
し
た
案
内
版
を

七
月
三
日
よ
り
取
り
付
け
ま
し
た
。

忠
者
さ
ん
か
ら
「
医
師
の
顔
と
名

山川
が
．
致
し
な
い
」
と
め

い
刊
が
あ
リ
、
よ
リ
殺
し
み

を
持

っ
て
も
ら
お
う
と
実

施
。
九
つ
の
診
療
科
ご
と

に
8
4
判
サ
イ
ズ
の
白
紙

を
作
リ
、
初
動
医
師
l
八

人
の
カ
ラ
ー
写
真
を
載
せ

て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
先

ιち、

医
附
や
打
峨
附
を
は
じ
め

A
K
版
以
日
ん
卜
三
人
分
の

頗
写
真
入
り
ネ
ー
ム
プ
レ

ー
ト
も
作
成
。
山巾引いれ
さ
ん

か
ら
の
評
判
も
上
々
で
す
。

辻~~：· d時

川

山

市

新

市

新

町

町

町

町

U
ド

ド

町

披

門

家

池

山

部

山

善

杭

以

一出

水

山

道

道

人

大

魚

ド

県

下

入

会

出

凶

清

和

ド

小

路
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日仏消祐（69)

雌｛傑消（64)

小以龍 一（65)

岩 JI'11：美（5.J)

i~ ~j｛自治（78)

ギ滞鍛治（66)

竹 中 つな（85)

高林水吉（88)

問 。11 アキ子（78)

森品みさを（75)

JIτ 政義（83)

松 Jf,t 災 子（72)

稲術芙i聖子（66)
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あさひの美術
「ーふるさと美術館「

名作鑑賞室J

で彩雌可と れ色 しかみぜ
を ilf:l;iJI~ I町村のてろをだ
ド．欣でに巳にむいう ・ti'1'iろ
張ち i市川－人やらる。こう
と 、J1!MJ 、まれなよまうか
し JJlあし谷れ六うさと
て代ふた円たはににし造
Hミ llれ 。111 。 、感鯛 て形
トl本る 11郷戦 If1じとい長
さ）！岨水み； 、後梨ら作るや ． 『 一一一 一一一一一、 ． 

2 二読者品 ~ ！~ ~家宅等 ！ 鯛 （ま~~lJ~：） 195昨代作 ｜ 
存道は派其筋九 。 女·t~~ もの 1 のむら消六（1916～199 
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(Hello ！ ~~~戸でオ
朝日中学校の英語指導助手シュー

ム・リリア・リンダさんがカナダの文

化や簡単な英会話を紹介します。

r
E

’
 

身
な
り
も
か
ま
わ
ぬ
小
柄
な
同
家

は、

州
市
を
持
た
せ
る
と
そ
れ
は
そ

れ
は
、
剛
毅
な
絵
を
描
い
た
。
ほ
お

は
こ
け
い
治
ち
、
服
光
鋭
く
ゴ
ッ
ホ
の

れ
州
像
を
川廿
わ
せ
る
跡
加
で
あ
っ
た
。

戦
後
間
ら
な
い
こ
ろ
、
東
京
川
端

同
学
校
で
共
に
学
ん
だ
同
友
を
頼

っ

て
吋
町
に
や
っ
て
米
た
N
本
川
家
、

の
む
ら
川
ど
ハ
の
印
総
は
特
別
な
も
の

と
し
て
当
時
を
知
る
人
々

の
心
に
伐

っ
て
い
る
。

か
ご
の
中
に
横
た
え
ら
れ
た
鯛
は
、

思
よ
り
思

い
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ

ッ
ク
の

ご
つ
ご
つ
し
た
綿
で
株
取
ら
れ
、
絵

の
具
で
べ
た
べ
た
と
以
く
塗
り
込
め

‘J・’a内
凶
マ
，
A

ら
れ
た
飢
蛸
が
、
慌
し
く
浮
か
び
上

が
る
。

側
め
川
附
が
悲
し
げ
な
の
は
な

であった。

の｜
-e 本日
鰍月む
52 表
0口樹臼 勺・ J~
円派

9 ~青の
小月 主
中29 -1-張
高島ハm
占展 l。
円

Greetings lぁ、、さつ）

ハロー ハゥアーユー

@ Hello, How are you? 
こんにちは、元気ですか。（健康函）

Lesson 1 

ファインヲンキューアンドユー

⑮ Fine, thank you. And you? 
ええ、おかげさまで、あなたは。

u
 
o
 

v
d
h
 
zt 

$・

a
，
r

ン
－n
4
J

サ

T
り

つ
〉
あ

ト

α
。

ツ

t
よ

子

団
両
信
州

7
F
U
一冗

仏

m山
川

ァ

r・且
引
＠
 
八つア申スインクスゴつイング

⑮ How are things going? 
調子はどうだい。（仕事や生活面）

ソつソつ

@So-So. 
まあまあだよ。

イッツ 7イストーエンクトつユ一 定イハc hヲユアフpミリ申
⑮！＇ts nice凶 kingto you. Say hello to your fam均．
グ＇:Iドパイ

Good bye. 
お話しできて楽しかったで9。ご家b笑の皆さんによろしく。

さよなら。

I I~の友とカナダの友は全然違います。パンクーパ

では、友は乾蝶した季節。平均気i品（j:22度ぐらいで、

H 4~ と 比べれば過ごしやすいのですが、夜にはカーデ

ィガンか薄いジャケットが必要です。

~の －番良いのは、夜 9 時まで情が明るいことです。

また、瓦にはピクニックとバーベキューを楽しみます。

ハンバーガーやホットドック、 とうもろこし、サーモ

ンステーキなどを焼きます。も ちろんビールやアイス

レモネードも欠かせません。

カナダの又

グッドパイハプア ナイスウィーク 工ンド

@ Good bye. Have a nice weekend. 
さよなら、 よい週末を／

ア イ一、

世主主主主主lたj問中村 ’1Ji1さんとあったのは日ij川きんのJ¥1)
でした．お詫びして訂正します．

V
じ
川
－a
卜
日
に
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、

ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
附
詳

し
ま
し
た
。

間
年
に
4
W
はの山内
V

の
大

会
。
ト即
日
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
に
な
っ

て
い
る
人
ち
多
い
ニ
と
で
し
ょ
う
。

日
本
人
選
手
の
活
躍
が
大
い
に
期
待

さ
れ
ま
す
が
、
寝
小川ん
に
は
お
兄
い

に
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
V
さ
て
、

八
川

a
H
か
ら
は
山
製
川
で
、
全
同

一日川校
総
A
N
体
行
大
会
が
附
州
問
。
今
川

の
ぷ
紙
は
こ
の
大
会
に
山
場
す
る
町

の
一
日
川
校
中
九
人
で
す
。
こ
ち
ら
の
N

J
U
オ
リ
ン
ヒ
ッ
ク
に
負
e

け
な
い
く
ら

い
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
け
標
を

u指
し
て
、
が
ん
ば

っ
て
き
て
く
だ

さ
い

V
特
集
で
は
、
も
う
．

つ
の

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
山
叫
す
る
山
尚
械

の
定
時
制
の
引
徒
の
資
を
追
い
ま
し

た
。
仕
事
と
常
業
そ
し
て
時
間
l
．
の
向

収
。
4
h

u

制
と
環
境
は
述
い
ま
す
が
、

彼
次
た
ち
も
同
じ
高
校
生
。
取
材
を

通
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
か
け
る
情
熱
は

な
ん
ら
変
わ
り
は
な
い
と
感
じ
ム
ま
し

た
。
ζ

の
瓦
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

川
般
に
彼
’
wh
た
ち
の
判
決
ら
れ
に
な

り
ま
す
。

＠

-''iii’i月比H8.i. I 製作t5.188(-2) 世帯数7) 〔町の人口）男 8.113(-3）女 9.161(-4）計 17.274（ー


